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1.研究の目的
現代サッカーでのゲーム分析は､試合に勝つ
ために重要な位置を占めるようになった｡ IT技
術の発展も重なり分析者は専門職として確立し
つつある｡その一方､研究で行われている分析
方法と現場で行われている分析方法は異なって
いると推測される｡なぜなら､現場では何をど
のように分析し､チームにフィードバックする
かは監督によって様々であるからである｡そこ
で本研究は､専門職化しつつある分析者に焦点
をあて､現場での立場と役割､現場では何をど
のように分析し､各チームどのように解釈し､
活用しているかを明らかとすることを目的とす
る｡
2.方法
Jリーグの分析者､各1名に対して約1時間の
インタビューを行ない､データ収集を行った｡
ここで述べる分析者とは以下のように定義した｡
｢分析者とは､試合や練習の内容を､次の試
合を優位に進めるための情報(視覚的なもの､
数字的なもの) -と整理･変換し選手やコーチ
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にフィードバックする役割をする人のことをさ
す｣
パーソナルデータは以下のとおりであった｡
A C 韮   
年齢 俐26歳 ﾜ28歳      
何人の監督に ついたか ﾂ2人 土ﾂ2人      
契約形態 ???Y?蹴?vロ契約 ?h8ﾘﾅ??プロ契約 
サッカー経験 Xｧyh-ﾈ,R大学生まで Xｧyh-ﾈ,R大学生まで       
プロ経験 ??R?ﾈし ??R?ﾈし 
テクニカル歴 的D1年 悼D2年   
3.結果と考察
3- 1.分析者の立場と役割について
4名の対象者は現場に積極的に出ており､そ
のうち2名は､アシスタント･コーチの役割も
こなしていた｡他の2名は強化部に所属してい
る｡ 4名とも､分析するはじめの段階ではすべ
ての編集を監督から任せられていた｡したがっ
て､分析者はテクニカル歴に関係なく､監督の
考えているサッカーのイメージを理解するよう
に努力していた｡
3 - 2 . 仕事及び分析内容について
分析 ・編集する映像は、Jリーグ映像、テレビ
映像を主に使い、チームによっては先乗りして
撮った映像を使用しており、 4 名とも映像を切
り取る作業を主としている O 試合後に編集した
映像を監督に見せ、すり合わせた上でミーテイ
ングに使用している。 4 名とも分析 ・編集した
映像を選手やコーチにフィードパックする際に、
それぞれ独自の工夫をしている O 例えば、「教科
蓄をどおりの項目を切り取るのではなく、選手の
心境を考えながらその都度変えていく」など選
手のメンタル面をも意識していた。監督は士気
を高めるために編集映像を利用したりもしてい
るo そのため、ただ映像をフ ィードパックする
のではなく、選手への配慮とチームの勝利のた
めに試合映像を分析 ・編集していると思われる
(図 1 )。
図 1. 分析者の仕事と映像の流れ
監督の考えるサッカー
l① 監音量の考え理解:
戸 川 i
|有 i.'1 i 
4名の分析者の仕事内容、映像の
流れがほぼ同一であったため、
それを模式図化した。
この図では分析者の仕司陣内容と、
映像の流れを表している。
一iT lf 111 以 ⑤フィー ドパック(ミーティング)l ~ 0 I 
今曾対戦相手直前試合映像j
約90 分
①グラ ウンドに出て監督のサッカ をー理解。
l ⑤ フィ ー ドパック ! 
4・- i (選手個 別)
.:管
②次節対戦相手直前試合のJリーグ映像やテレビ映像収集。
③監督のサッカーを理解したうえで直前試合映像と過去の試合映像から類似プレーや特徴的なプレーを見つ
け約90 分の映像を約15 分にまとめる。
④編集映像を監督 ・コーチングスタッフにフィードパックし意見をすり合わせ、約10分の映像にまとめる。
⑤約10 分にまとめた映像をミーティング時に選手に対してフィードパッ クする。また選手によっては個人的
にフィードバックする場合もある。
現段階では、試合のビデオを撮りながら映像
を編集し、ハーフタイム中に選手に見せるなど
のリアルタイム編集はしていない。対象者は、
リアルタイム編集ではなく試合後の映像分析に
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重点を置き 、編集を行なっていた口一方、分析
内容の数値化についてはメ リット・デメ リット
があるという共通の考えを持っていた。メリッ
トとしては、映像にはない説得力があり、 裏づ
けになると考えている O デメリッ トとしては、
良い とこ ろ悪いところを平均化してデータ化し
てしまうことや、 数字ではプレーの価値や意味
が見えてこないと考えていた。ただし、 1 名が
現在データ ベース構築方法を模索中であった。
データベース化のメリ ットとしては、チームの
強化のためだけでなく、次の監督が選手の特徴
を把握するための資料として役立つと考えてい
た(図 2 )。
図 2. データの分析方法
real time 
(試合中) 4名の分析者のインタビューをまとめた上で分析方法をグラフ化した。
縦軸が試合中綱集か試合後編集か、機
輔が数値でフィードパックか映像でフィー
ド" .:;クかを表している。
またオーストラリアの分析方法(注 2 )との
比較を行った。
映像 なー¥こ
after 
(試合後)
注1 :分析者 D は現在作業中。
注2 . .専修大学で行われたゲーム分析研究会
3 - 3. その他について
分析者に必要と思われる能力は、映像を扱う
ことと 、それをまとめるセンスや視野の広さ 、
それと分析者の仕事とチームが勝つために必要
なものをはき違えないこと、またチームを冷静
に客観視できるかということであっt:. o
4. まとめ
現状としては、まだ各クラブの担当者が模索
している状況であり、専門職として確立されて
いるとはいえなかった。
日本サッカー協会技術委員長(現専務理 事)
の田嶋幸三氏が「この選手が何本パスを通 した
という客観的な情報を無視するわけではないが、
大切なのは主観を伴った分析だと思うJ (1 ) と
言うように、現在J リー グの分析者は客観的な情
報より 主観的な情報を監督から求められている
と思われる。よって分析内容としては、監督と
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(注 2)
サッカーオーストラリアU ・17 代表スタッフのピータ一氏が
リアルタイムで‘分析を行っている横子。
(有限会社フィットネスアポ口講演資料から)
意識の共有化をしたうえで、数値ではなく監督
のイメージの映像化に重きが置かれていた。
オーストラリアの事例で明らかなように、分
析の方法論は各国々で異なると考えられる( 2 )。
そのため、今後はサッカ ー先進国における分析
の方法論を調査し、比較検討していきたい。
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補足資料1
インタビュー対象者の調査項目からの抜粋
●どの映像を分析･編集しているか
基本的にJリーグ映像とテレビ映像を多く使
っているが､チームによっては自分たちで先乗
りして撮った映像を使っていた｡また対戦相手
の映像分析･編集を行なう際には過去1試合の
映像だけでなく過去3試合前の映像からチェッ
クしていた｡
rチームでのポジション
分析者はまだ完全に認知されておらず､コー
チングスタッフではなく強化部所属という形を
とっているチームもある｡しかし､実際には4
名全ての分析者が全体練習の時にはグラウンド
に出ていた｡分析者は監督の考えているサッカ
ーを認識しなければならないためである｡この
ように意識の共有化を計り､そして監督から最
初の段階の映像分析･編集の全てを一任されて
いた｡
■仕事内容
分析者の仕事内容は大まかに､ 『映像の分析･
編集』､ 『次節対戦相手を先乗りしてチェック』､
『グラウンドに出て指導』があった｡
『映像の分析･編集』は選手や監督､コーチ
ングスタッフに映像をフィードバックするため
に行なう｡この作業は監督の考えるサッカーを
基に分析者の主観､経験知を交え編集する｡分
析者は映像を切り取る作業を主としていて､そ
こから数値化するということはあまりやってい
ない(専門の会社から希望項目の統計処理をお
願いし､数値化した資料を購入しているチーム
はある)｡
『次節対戟相手を先乗りしてチェック』は､
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次節対戦相手を現地でスカウテイングすること
である｡現地でのリアルな情報と映像の情報を
リンクさせて編集･分析作業を行なう｡ここで
実際に相手チームの許可を得てチームが要求し
ている映像を撮る分析者もいる｡
『グラウンドに出て指導』は主に監督のサッ
カーを理解するためである｡この場で分析者は
監督の考えを完全に吸収し､映像分析･編集作
業に役立てる｡またここで選手に簡単なアドバ
イスを送る分析者もいた｡
『フィードバックの工夫
映像でフィードバックしているチームがほと
んどである｡まず監督､コーチングスタッフに
対するフィードバックでは特徴的なシーンを多
く集めて見せている｡その中で分析者が出す映
像と監督の求める映像をすり合わせ､選手に対
してフィードバックを行なっている｡選手に対
してのフィードバックの工夫は3名がメンタル
面を気にかけていた｡例えば､ ｢教科書どおりの
項目を切り取るのではなく､選手の心境を考え
ながらその都度変えていく｣といった工夫をし
ている｡その他にも相手のミスプレーを多く見
せるなど､より選手がリラックスして試合に臨
めるような映像作りをしている｡また1名の分
析者は｢相手は毎回教科書どおりに同じ戦術を
とってくるわけではないので､どちらの戦術で
くるかわからないと伝えるもの1つのフィード
バックの手段｣と述べていた｡これらのことか
ら､ただ編集した映像をフィードバックするの
ではなく､選手への配慮とチームの勝利のため
に試合映像を分析･編集していると思われる｡
ヽ数値化について
分析内容の数値化については4名ともメリッ
ト､デメリットをあげていた｡メリットの多く
は映像の裏づけとして利用できる点であった｡
デメリットとしては｢ウイークポイントを毎試
合改善していくのがプロであるため過去のデー
タを平均化し出しても良い数値､悪い数値が混
在するのでよくない｣と述べていた｡その他に
は｢サッカーは足でやるスポーツのため偶然性
が高く数値化に向いていないとは言わないが､
必要順位としては低い｣と述べていた｡また選
手や監督に数値化したデータを見せると､数字
に陥り最悪の場合数字が原因で負けるというこ
とも考えていた｡このように数値化については
デメリットの方が多いと考えているのがJリー
グ各チームの現状であると思われる｡しかし数
値化したデータは完全に利用されないわけでは
なく､コーチングスタッフが練習時などに利用
している｡
■リアルタイム編集について
現在4名が所属しているJリーグチームでは
リアルタイムで映像を編集しハーフタイム中に
監督にデータを預けるということはしていない｡
現段階ではベンチに入れないコーチングスタッ
フがスタンドから見た印象をハーフタイム時に
監督に伝えている｡リアルタイム編集をやらな
い理由としてはハーフタイムという少ない時間
の中で選手に対して映像や数字といった情報を
詰めることよりも身体と心をリフレッシュさせ
るための時間と考えていた｡またもう1つの理
由としては分析者が次節対戦相手の試合を観に
行っているためである｡
■データベース化について
現在情報の整理という観点のデータベース
は行なっていないのが現状である｡試合映像
や編集映像はハードディスクや分析者の頭の
中に入っているがきちんとした項目で分けられ
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てはいない｡しかし1名が現在データベース構
築方法を模索中であった｡その1名はデータ
ベース化のメリットとして､チームの強化のた
めだけでなく､次の監督が選手の特徴を把握す
るための資料として役立つと考えていた｡
■分析者に必要な能力
代表的な意見をピックアップすると｢チーム
の勝利という最終目標を履き違えないこと｣､
｢選手との良い距離感を保ち自分のチームといえ
ども客観的に見ること｣､ ｢見る視点の多さ｣､
｢映像を扱うので映像でイメージを作り上げる技
術とセンス｣､ ｢コミュニケーション能力｣､
｢サッカーを見る力｣などと述べていた｡
■今後分析者の仕事はどうなっていくか?
肯定的な意見として｢監督が必要としている
のであれば良い準備をする中の一人として増え
ていくと思われる｣､ ｢サッカーをいろいろな目
で見るためにプロ化に進むべきだと考えている｣
などがあった｡否定的な意見としては｢評価の
指標をどう捉えてよいかチームがわからないた
めどうなっていくかわからない｣､ ｢理想をいえ
ばコーチの立場の人間が､アナリストの役割を
こなしながら自分で分析したものを､グラウン
ドに落としていく作業をしていくのがベストだ
と思う｣などがあった｡
